
     かしこく やさしく たくましく 地域を愛する平野っ子 

スキー教室 １月２３日（木） １～６年  １月２９日（水） １～５年 

「スキー、すごく楽しかった！」と満面の

笑みで話す児童がいました。初めてのロ

ープ塔に、「乗ってみたい！」と挑戦しよ

うとする児童がいました。子ども達を教え

てくださった保護者の方からも「上手にな

ったね！」と言っていただきました。ご協

力いただきました保護者の皆様、本当に

ありがとうございました。また、ＰＴＡでス

キー指導者講習会を開いてくださいまし

た。講習会の講師のスキー連盟の赤間茂樹さんにも感謝申し上げます。 

 

蔵王スキー教室 ６年生 １月２８日（火） 

スキー場の方から「平野

小の６年生は、スキーが上手

だ！」とほめていただきまし

た。インストラクターの方の

楽しいお話も聞けた充実し

たスキー授業でした。 

 

味噌づくり ＰＴＡ母親委員会 １月２５日（土） 

ＰＴＡ母親委員会で味噌づくりを企画し

てくれました。母親委員長さんが、あいさつ

で「お金を出せば簡単にいろいろなものが

手に入る。手に入れているものが、誰かの

一生懸命の上に成り立っていることを感じ

てほしい。」と話してくださいました。味噌

づくりを教えてくださった青木よし子さん

からは「こんなにたくさん参加してくれて、よかった！子ども、お家の方、地域が一体となること

が大切！子どもから『自分で作った味噌をお家の方に食べさせたい！』という立派な感想もあっ

て、本当によかった。」とお話を聞きました。 
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おめでとうございます      敬称略 

書き初め大会 金賞 

 １年 竹田 勇人  佐藤 結香  井上 就太  鈴木 陽華  佐藤 優希音 

渡辺 楓香 

 ２年 工藤 暖心  熊坂 美那  金子 心優  大場 柊月  

 ３年 青木 大和  青木 優和  竹田 万寛  渡部 蘭子  

 ４年 工藤 絢斗  熊坂 柚那  小林千咲希  小笠原綺音 

 ５年 梅津 美来  小笠原結乃  菊地 美有  小関 友晴  渡部莉理子 

 ６年 青木わかな  内谷  凛  佐藤 日和  町田 夢果   

 

「広場と東屋の名前をつけよう！」 

野川山入会共有地組合長の小関勝助さんから「平野小の子ども達に、広場と東屋の名前を

つけてもらいたい。」というお話をいただきました。竜神大橋をさらに進んだところに、東屋と草

木塔と大山神の碑がある広場があります。たくさんの子ども達からたくさん応募があり、その中

から以下のように賞をいただきました。小関勝助さんからは受賞者に記念品をいただきました。

なお、広場と東屋の名前は現在、審査していただいています。 

 

広場 命名大賞 

    大場 柊月「そよ風広場」      小笠原 千華「自然と水の広場」   

   命名賞 

渡部 蘭子「わくわく自然広場」   青木 友志「平野自然広場」 

    本石 桜「自然ふれあい広場」    青木 萌衣咲「長井大自然広場」 

  

東屋 命名大賞 

青木 萌衣咲「山の絶景屋」   

   命名賞 

金子 心優「ほっとひといき」    木村 直央「平野みどり東屋」 

    熊坂 柚那「みんなの東屋」     歌丸 空斗「景色がきれいな東屋」  

    大場 柊月「なかよし東屋」    

 

長井市民なわとびチャレンジ大会 

 団体 大縄跳びの部         １位 平野小チーム 

 前跳び３０秒ダッシュ 小５，６年の部  １位 小関 友晴 

全年齢無差別持久跳び        ２位 小関 友晴 

前跳び３０秒ダッシュ 小５，６年の部  ２位 高橋 幸太郎 

前跳び３０秒ダッシュ 小５，６年の部  ３位 本石 桜 

 



 

味噌づくり ＰＴＡ母親委員会 １月２５日（土） 

ＰＴＡ母親委員会で味噌づくりを企画してくれました。成田母親委員長あいさつ 

 お金を出せば簡単にいろいろなものが手に入るが 

 手入れているものは 誰かの一生懸命の上に成り立っていることを感じていほしい 

成田委員長 山形新聞の取材に答えて 

 地域の味噌づくり 毎年してほしいという思いがあったが新型コロナで中断 

 新コ明けで 地域の交流もねらいに復活 

毎日口にするのが味噌 味噌がこうやってできることを 

子供にも知ってほしいという思いで企画しました 

 

 

青木よし子さん ながい麹と味噌をつくる会代表 

 みそを作ってください 平野産の米、大豆 

 味噌は頭がよくなり、健康にもなります 

  

青木さん 来校 

 よかった 

 こんなにたくさん参加してくれた 以前は１０名程度？  

  母親委員の方々が頑張ってやってくれた 多くの人によくしてもらった 

 子どもが立派な感想 

  自分で作った味噌を お家の方に食べさせたい 

 子ども、お家の方、地域が一体となることが大切 味噌づくりをできたことが大切 

  地産地消 伝統の継承 あまりを強いない 

  

 

 

 

 

４～６年生【左】も

１～３年生【中】も

寒さに負けず、元気

になわとびに挑戦し

ました。 


